
商品開発セルフチェックシート

新商品企画開発

懸念事項③

新商品の販売が

業績の改善・向

上に対して貢献

度が低くなる可

能性があります。

利益率を高める

ために、商品の

差別化（高付加

価値化）を見直

すことをお勧め

します。

YES

懸念事項②

業績の改善・向

上ができないだ

けでなく、商品

開発に投入した

経営資源の回収

できなくなる可

能性もあります。

市場や知財の情

報の収集・分析

の在り方を見直

すことをお勧め

します。

懸念事項⑥

将来的に、他社

の追随を許し、

コスト競争にな

るかもしれませ

ん。また、他社

が先行して権利

を取得されるリ

スクもあります。

自社のビジネス

を守るための体

制（権利取得の

在り方等）を構

築することをお

勧めします。

懸念事項①

既存商品のライ

フサイクルが終

わるまでに新商

品を上市できな

くなる可能性が

あり、業績を維

持できなくなる

可能性がありま

す。

商品開発の体制

や、アイデア出

しの方法等を見

直すことをお勧

めします。

現状の体制・

仕組みで問題

ないと思われ

ます。

懸念事項⑤

新商品を開発し

ても中止しなけ

ればならないリ

スクがあります。

他社の知的財産

権の調査につい

て意識改革や、

調査に関する知

識、方法につい

て見直すことを

お勧めします。

懸念事項④

商品の本質的な

特徴についての

権利が取得でき

ていないかもし

れません。その

ため、他社の追

随を許すことに

なる可能性があ

ります。

新商品の開発と

権利取得の在り

方を見直すこと

をお勧めします。

類似した商品を販売

する他社に権利侵害

であることを警告し

たことがある。

他社の販売が

中止になった。

定期的に新商品を上市できている。

上市した新商品は売れている。

他社から特許権等の権利侵害

の指摘を受けたことがない。

他社に類似した商品がない。

新商品の利益率が高い。

自社の新商品の販売が中

止になったことがある。

新商品に関し、特許権・意匠権・商

標権等の知的財産権を取得している。
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新商品に関わる知的財産的側面の問題 新商品の企画的側面又は技術開発的側面の問題

新商品開発

コンサルティング

による期待効果①

商品開発サイクル

を安定化させる仕

組み・体制を構築

し、経営の安定化

（業績維持）を図

ります。

新商品開発

コンサルティング

による期待効果②

情報収集・分析精

度を高め、市場を

見据えた商品づく

り（市場ニーズを

捉えた売れる商品

づくり）を実現し

ます。

新商品開発

コンサルティング

による期待効果③

市場に認められる

高付加価値な商品

づくり（売価UP

できる商品づく

り）を実現します。

新商品開発

コンサルティング

による期待効果④

商品の本質（市場

を見据えた特徴）

で権利を取得でき

る仕組み・体制を

構築します。

新商品開発

コンサルティング

による期待効果⑤

知財調査の在り方

や手法を教示し、

侵害回避を意識し

た体制・仕組みを

構築します。

新商品開発

コンサルティング

による期待効果⑥

最小限の費用で商

品の本質（市場を

見据えた特徴）で

権利を取得できる

仕組み・体制を構

築します

懸念事項①

の改善イメージ

懸念事項②

の改善イメージ

懸念事項③

の改善イメージ

懸念事項④

の改善イメージ

懸念事項⑤⑥

の改善
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